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軽自動車税は毎年 4 月 1 日現在で、軽
自動車などを所有または使用している

人に課税されます。

こんなときは 3 月末までにお手続きください
・軽自動車を取得、廃車、譲渡したとき
・所有者が住所を変更したとき

軽自動車の手続きはお早めに
名義変更した時などは手続きを忘れずに

※旧町ナンバーを含む

ナンバー・車種 取扱窓口

伊
達
市
ナ
ン
バ
ー
（
※
）

原動機付自転車
（125CC 以下の
バイク・ミニカー）

税務課または各総合支所
【保原】☎ 575-1138
【伊達】☎ 583-5525
【梁川】☎ 577-7211
【霊山】☎ 586-1111
【月舘】☎ 572-2111

小型特殊自動車
（農耕作業用など）

福
島
ナ
ン
バ
ー

軽自動車
軽自動車検査協会福島事務所

（福島市吉倉字谷地 18-1）
☎ 050-3816-1837

二輪の軽自動車
（125CC超250CC
以下のバイク）

福島県軽自動車協会
（福島市吉倉字谷地 16-7）
☎ 024-546-2577

二輪の小型自動車
（250CC を超える
バイク）

東北運輸局福島運輸支局
（福島市吉倉字吉田 54）
☎ 050-5540-2015

▼軽自動車の変更手続き先

問 税務課市民税係　☎ 575-1138

※�普通自動車税の手続き先�
登録手続き：東北運輸局福島運輸支局 
☎ 050-5540-2015 
自動車税：県北地方振興局県税部課税第二
課自動車税チーム （福島市杉妻町２－１６
　北庁舎４階）　☎ 521-2702

「伊達市農業の未来を考える」
～基幹産業である農業の将来を考える契機と
しましょう～

　市と福島大学の連携事業として、フォーラ
ムを開催します。

伊達市の農業の未来を考える
フォーラムを開催
伊達市の農業の未来を考えるきっかけに

問  福島大学地域創造支援センター 
☎ 548-8012 
総合政策課政策調整係　☎ 575-1142

主催 : 福島大学地域創造支援センター　　　共催 : 伊達市
後援：福島県県北農林事務所、ふくしま未来農業協同組合、伊達市商工会、保原町商工会、だて青年会議所、
　　　伊達市教育委員会、一般社団法人りょうぜん振興公社、一般社団法人伊達市農林業振興公社、
　　　福島民報社、福島民友新聞社

福島大学創立70周年記念事業

第25回福島大学地域創造支援センター（CERA）地域フォーラム
伊達市地域活性化フォーラム

～基幹産業である農業の将来を考える契機としましょう～

日時

2020年

２月21日●
◆開場/12:45　◆開会/13:30

場所
伊達市保原市民センター
伊達市保原町字宮下 111-4
※駐車場は無料。アクセスは裏面をご覧ください。

福島大学地域創造支援センター TEL 024-548-8012　伊達市総合政策課 TEL 024-575-1142
問い合わせ

内容

東京大学農学部農業経済学科卒業、東京大学大学院農学生命科学研究科長・農学部長などを経て現職。農学博士。
専門分野 : 農業経済学、フードシステム論、農業政策論　※詳しくは裏面「経歴」をご覧ください。

基調講演
「近未来の食料・農業・農村

　　 　　－新潮流と変わらぬ本質－」
福島大学食農学類長　生源寺　眞一

入場無料
どなたでもご参加いただけます!

パネルディスカッション

13:40 ～ 14:30

14:40 ～ 16:10

「伊達市農業の未来を考える」
福島大学食農学類　准教授　石井　秀樹●コーディネーター

須 田 博 行 【伊達市長】　

数 又 清 市 氏【ふくしま未来農業協同組合  代表理事専務（総務担当）】（ＪＡ職員）

大橋 松太郎 氏【㈱松葉園  代表取締役社長】（いちご生産販売、スイーツ＆カフェ）

升本 早枝子 【福島大学食農学類  准教授】　

●パネリスト

金

参加無料
定員 150 人

① 講演「近未来の食料・農業・農村 - 新潮流と
変わらぬ本質 -」 
講師：福島大学食農学類長　生源寺眞一さん

② パネルディスカッション「伊達市農業の未来
を考える」

・ コーディネーター 
福島大学食農学類准教授石井秀樹さん

・ パネリスト 
須田博行市長 
ふくしま未来農業協同組合代表理事専務 
数又清市さん 
㈱松葉園代表取締役社長　大橋松太郎さん 
福島大学食農学類准教授　升本早枝子さん

内容

場所

日時 2 / 13 時 30分～21 ㊎

保原市民センター

福島大学地域創造支援センター（地域連携課）
に申込書を FAX で送信。または「事業所名

（または職業）、役職、氏名、電話番号」を記
載したメールを送信。
FAX：548-5244
メール：chiren@adb.fukushima-u.ac.jp

申込

12月 13 日、市内で保育園や介護サー
ビス事業所を運営する社会福祉法

人嘉啓会と旧富野小学校の利活用に関する覚
書を締結しました。
　旧富野小学校を「地域包括ケアシステム」
の拠点と位置づけ、共生型サービス事業（地
域密着型特別養護老人ホーム運営、通所介護、
就労支援など）を行う施設として利活用する
ことにより、地域の振興と福祉の充実を目指
します。

地域包括ケアシステムの拠点として利活用

旧富野小学校の利活用へ
覚書を締結

須田市長と覚書を交わす嘉啓会の髙野啓子
理事長（右）

　なお、旧富野小学校の利活用は、本市にお
ける閉校した校舎を民間で活用する初めての
事例です。

問 地域振興対策室　☎ 575-2115

除雪作業は、積雪深 15cm を基準に幹線
道路を優先して行います。路面凍結の

対策として、融雪剤を各総合支所で配布して
います。必要な場合は最寄りの総合支所にご
連絡ください。

除雪作業にご協力を
融雪剤は各総合支所で配布

ご協力のお願い
・ 除雪後の自宅前の雪処理にご協力ください。
・路上駐車をしないでください。
・雪を車道に出さないでください。 問   土木課維持係　☎ 573-5063

・豪雪時は不要不急な外出を控えてください。
・ 道路上に張り出た枝は、通行の妨げになら

ないように剪定してください。
・ 通学路や地域内の除雪のため、各小中学校

に除雪機を配置しています。利用を希望す
るときは、お近くの学校（富野・山舟生・
白根・五十沢・東大枝地区は地区交流館）
にお問い合わせください。

12月 26 日、伊達市農業委員会から「台
風 19 号災害による農地復旧に対す

る要望書」が提出され、のり面などを早急に
補修していくことや、河川からの取水につい
て県と協議していくことを確認しました。

要望書の内容
・用排水路の早急な復旧
・災害復旧工事費の個人負担部分の軽減

台風 19号災害に対する農地復旧を要望

農業委員会から要望書が
提出されました

須田市長に要望書を渡す伊達市農業委員会
の清野直人会長（左から 3 人目）

問  農業委員会事務局庶務係　☎ 573-5623
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※  20㌻「ふる里再発見」に関連記事を
掲載しています参加無料

託児室あり
（要予約）

場所

対象

2 /日時

家庭教育講座を開催
親の悩み、しつけと虐待についての講話

問  生涯学習課生涯学習スポーツ係 
☎ 573-5709

園児、小学生、中学生の子どもを持つ
保護者または子育てに関心のある人

㊏ 13 時 30分～ 15時

保原小学校　講堂

15

親子のコミュニケーションづくり
講師： 児童養護施設アイリス学園　

園長　市川誠子さん

内容保護者は各園または各校を通じて申
し込み。それ以外の人は、2 月 6 日
㊍までに生涯学習課に電話または
FAX（573-5892）で申し込み。

申込

企画展「梁川八幡神社の本殿建築」
市指定文化財「梁川八幡神社本殿」の修復工

事が、昨年 9 月に完
了しました。企画展
では、工事中に発見
された過去の修理記
録や、狛犬などの社
宝を展示します。

梁川八幡神社の企画展を開催
2月29日は関連イベントも開催

期間

場所

2 8/ ～㊏

入場料： 大人 210 円、小中高生 100 円

（火曜休館。祝日の場合は翌平日休館）
5�18/ ㊊

保原歴史文化資料館

問 保原歴史文化資料館　☎ 575-1615

郷土史講座「文化財を守る仕事～本殿修復工
事を振り返る」

関連イベント

保原総合公園　管理事務所内ホール場所

13 時 30分～ 15時2 29/ ㊏日時

講師：  三浦工匠店有限会社 
代表取締役　三浦慶顕さん

参加無料
予約不要

[ 回収期間 ]　 2 月 28 日㊎まで
[ 回収場所 ]　保原保健センター、国保年金
課 ( 市役所中央棟 1階 )、保原を除く各総合
支所

大腸がん検診を受診せず、未使用の「検
体容器」をお持ちの人は、返却をお願

いします。
　未回収となった検体容器には費用が発生
し、市の負担で検査事業所へ支払うことにな
ります。皆さんのご理解とご協力をお願いし
ます。

回収にご協力ください

大腸がん検診の未使用
検体容器を回収 ➡ 

大
腸
が
ん
検
診
の

検
体
容
器

問 健康推進課地域成人係　☎ 576-3736

一般財団法人自治総合センターでは、地
域コミュニティ活動や地域社会の発展

を目的に、宝くじの売り上げ収入を財源とし
たコミュニティ助成事業（集会施設の整備や
集会施設で使用する備品の購入など）を実施
しています。
　今年度は、この事業を活用し、平自治会（保
原地域）が集会施設を新築しました。 問 市民協働課地域づくり係　☎ 575-1177

地域活動に活用しませんか

コミュニティ助成事業 ➡
平
ふ
れ
あ
い
交
流
館

問 商工観光課商工労政係　☎ 573-5632
 伊達市内に就業地がある企業 20 社が参加予定

（参加企業は後日、市ホームページで公開します）

　助成事業は随時受け付けていますので、希
望する団体はお問い合わせください。
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伊達市オレンジサミットを開催
認知症高齢者を支える地域づくりを考える

認知症高齢者を支える地域づくりや、認
知症はどのような病気なのかを考える

「伊達市オレンジサミット～認知症になって
もさすけね～街づくり～」を開催します。

問 高齢福祉課高齢支援係　☎ 575-1125

保原市民センター、保原中央交流館場所

㊐ 10 時～ 16時3 8/日時

申込期限

09
ＮＥＷＳ 参加無料

申込不要
相談コーナー

あり
保育スペース

あり

企業説明会を開催
若者の定着と女性活躍を推進します

市とハローワーク福島の主催で企業説明
会を開催します。求職中の人はどなた

でも参加できます。

伊達市ふるさと会館場所

㊌ 13 時～ 15時2 19/日時

企業向けにセミナーを開催します

　同日 10 時から、企業を対象に、若年層や
女性の定着の取組について理解を深めるセミ
ナーを開催します。参加を希望する企業は、
商工観光課にご連絡ください。

2 月 21 日㊎

申込 ① 高齢福祉課に電話で申し込み
② 交流館などに設置する申込書を高

齢福祉課または保原を除く各総合
支所に提出。詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

認知症サポーター養成講座、認知症
カフェ、シンポジウムなど

内容

市
H
P
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